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サーキュラーエコノミー（循環経済）



１ サーキュラーエコノミーとは（環境省ホームページより）
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循環経済（サーキュラーエコノミー）とは、従来の3Rの取組に加え、資源投入量・消費量を抑えつつ、ス
トックを有効活用しながら、サービス化等を通じて付加価値を生み出す経済活動であり、資源・製品の価
値の最大化、資源消費の最小化、廃棄物の発生抑止等を目指すものです。ポストコロナ時代における新た
な競争力の源泉となる可能性を秘めており、現に新たなビジネスモデルの台頭が国内外で進んでいます
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１－２ サーキュラーエコノミー（循環経済ビジョン2020）



２ サーキュラーエコノミーとリユース・リサイクルの違い
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1. リニアエコノミー：資源を入手して大量生産、大量消費、大量廃棄する＝線型経済

2. リユースエコノミー：リサイクルなど３Rに取り組むが、廃棄物が生じる点は従来同様

3. サーキュラーエコノミー：「そもそも廃棄物と汚染を発生させない」という考えが軸。テクノ
ロジーを通じてあらゆる段階で資源の効率的・循環的な利用を図り、資源を持続可能な形で活
用することで、産業の活性化や雇用の促進につなげる経済活動



３－１ EUにおけるサーキュラーエコノミーの取組
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ＥＵ新循環経済政策パッケージ３つの原則

1. 「製品や原材料を捨てずに使い続ける」

2. 「ごみや汚染を出さない設計にする」

3. 「自然システムを再生させる」

資源確保と経済成長を切り離す

持続可能な経済成長や新たな雇用の
創出も見据えた経済システム



３－２ EUにおけるサーキュラーエコノミーの取組
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1. EUは、2015年に、リサイクル率向上によって資源の枯渇から産業界を保護し、新しい
事業領域と雇用の創出を目標とする「サーキュラーエコノミーパッケージ」を採択

2. 2020年には「CEアクションプラン」を発表し、法規制化を推進、ROHS指令等と同様
に、欧州市場における日本製品に影響を与える可能性が指摘されている

3. 国際標準の策定に向けフランスの提案で2018年にISO/TC323が設置、2023年策定予定

出典：循環経済ビジョン2020
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４－１ 循環経済への転換に向けて（循環経済ビジョン2020）
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４－２ 循環性の高いビジネスモデルの例（経済産業省資料より）



参考資料、ホームページ等
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・経済産業省及び環境省 循環経済ビジョン2020

・環境省 環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書

・ISO/TC 323 サーキュラーエコノミー

（英語：International Organization for Standardization）

https://www.iso.org/committee/7203984.html


